
 

 

橋梁照明柱の基部モデル改良に関する実験について 
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 １．実験の目的 
  昨今、照明柱などの橋梁付属物において、疲労が原因と思われるクラックの発生が多数報告されている。 
  今回、風による振動現象に着目し、実際に使用されている既存モデル照明柱の製品加工に伴う材料強度

の変化や内部に蓄積された残留応力を把握し、各種試験によりクラック発生過程を確認した後、照明柱基

部の改良モデルを作製し、疲労試験により疲労強度を確認して照明柱基部改良の基礎資料とする実験を行

った。本論では実験の概要と基部改良モデルの構造細目等について中間報告する。 
 ２．実験概要 
  実験は以下の内容で実施した。 
     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
            ＜試験項目＞          ＜試験目的＞ 

図－1 実験全体フロー 
 ３．基部の疲労試験概要 
  基部の疲労試験は、既存タイプと改良タイプ２種類の３タイプで実施した。（図－2 参照） 
  各モデルの構造細目は、概ね以下のとおりである。 
   既存モデル ：支柱とベースプレートの固定に、基部補強リブとして 8 枚の三角形プレートを使用し、

溶接接合した構造。 
改良タイプＡ：基部を支柱と外管の二重管構造とし、基部補強リブとして 8 枚の三角形プレートを使

用しベースプレートと外管を溶接し、管の間にセメントを充填して応力集中箇所を基

部補強リブ周辺から、二重管断面変化位置に移行させる構造。 
改良タイプＢ：支柱とベースプレートの固定にＵ型リブを使用し、円形のリブ頂上が円滑な溶接での

熱応力の低減と応力集中度合いの低減を勘案した構造。 
キーワード：疲労クラック 二重管 Ｕ型リブ 疲労等級 疲労設計曲線 

（１）材料試験 

（２）残留応力測定試験 

（３）支柱の静的引張試験 

母材と加工後の材片でσ-ε等を把握する。

既存モデルで、基部補強リブ周辺の残留応

力測定する。 

静的載荷により照明柱の引張応力及び応力

発生状況を把握する。 

支柱全体モデルの疲労強度を定量的に把握

する。 
（４）支柱の疲労試験 

（５）基部の疲労試験 既存モデルと改良モデルで疲労試験を行

い、疲労強度等級を確認する。 
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図－2 基部の疲労試験供試体                
  疲労試験では、供試体を堅固な

架台に設置し、一定の応力で載荷

位置に繰返し荷重を作用させた。

一定回数毎に歪み量を測定し、繰

返し回数と歪み量の関係で変曲が

確実に現れた時点またはクラック

を目視できた時点の応力繰返し回

数と直応力範囲を、鋼構造物の疲

労設計指針による疲労設計曲線に

プロットし疲労等級を求めた。（図

－3 参照） 
実験の結果、各モデルの疲労強

度は、既存タイプＦ等級、改良タ

イプＡはＡ等級、改良タイプＢは

Ｃ等級となった。尚、改良タイプ

Ａは、主な応力集中箇所が、二重

管の断面変化位置であり、溶接継

手の疲労等級を表す疲労設計曲線

にプロットして既存タイプや改良タイプＢと比較することに問題があるが、同一条件で疲労試験を実施し

た場合に、クラックの発生や応力繰返し回数と歪み量の関係が変曲せずに照明柱の基部として健全な状態

であるか否かの判断とした。 
  ４．おわりに 

橋梁照明柱は、供用中に風の影響以外にも交通振動など様々な外力を受けており、疲労強度だけでは照

明柱の耐用年数を論じられないが、今回の改良案で照明柱基部の耐力向上に寄与できることは明らかであ

ろう。今後、さらなる基部形状の変更や支柱全体の耐力向上を実験・解析できる機会を望むものである。 
  最後に当実験の実施に際し助言、指導を頂いた、室蘭工業大学の岸教授に謝意を表すものである。 

10

100

1000

10000

1E+03 1E+04 1E+05 1E+06 1E+07 1E+08
応力繰返し数 N (cycles)

直
応
力
範
囲

 Δ
σ

(M
Pa

)

既設１

既設2

改良A-1

改良A-2

改良B-1

3
1Ａ

Ｃ

Ｅ

Ｇ

Ｂ

Ｄ

Ｆ

Ｈ

既存１

既存２

改良A-1

改良A-2改良B-1

図－3 疲労設計曲線（直応力を受ける継手） 
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